
暑さの中で始まった２学期も終わります。ひすいっ子たちは、文化祭、交流活動、職場体験、校外学習等

で活躍しました。何より日々の授業でも頑張りをたくさん発見することができました。様々な活動の中で成

長する子どもたちの姿を感じました。冬休み後は、まとめの３学期です。３学期も大いに頑張りましょう。 

 

 

１１月 27 日（木）に小学部児童と糸小４年生との交流活動を実施しました。交流の会場には、糸小４年生

が用意した８つの楽しい活動コーナー（絵描き、おみくじ、射的、爆弾ゲーム、輪投げ、紙飛行機、折り紙、宝

探し）が設置されていました。今年も糸小４年生が運営する出店形式の活動コーナーをグループで回って楽

しむという企画です。各コーナーでは、いろいろな工夫があり、皆笑顔で活動に取り組んでいました。 

両校の交流の様子は、互いに手をつないで移動したり、応援し合ったり、相談したり、一緒に成功を喜ん

だりする場面が多く見られました。始めは互いに緊張気味の子どもたちも、楽しみながらグループごとに仲

間意識が高まっているようでした。様々な糸小との交流活動が、よい成果として表れている様子を伺うこ

とができました。 

      

     

学校の畑で育てたサツマイモを使って、スイートポテトを作りました。身支度を整えて、ふかしたサツマイ

モに砂糖と豆乳を混ぜ合わせて、おいしくなるように丁寧にこねました。オーブンで焼いた後は、とてもお

いしいスイートポテトが焼き上がりました。調理活動は、大人と一緒に楽しんで行うことができる活動です。

冬休み期間に、ご家庭でも挑戦していただけると楽しい思い出になります。ぜひ、挑戦してください。 
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中学部では、「キャリア教育」の視点から、校内実習（働く実習）や職場体験を設定して将来の社会生活に

必要な基礎力を育んでいます。 

今年度の校内実習は、11月1７日（月）から１９日（水）までの３日間行いました。校内実習では体験先に合

わせた作業種の他、さき織りや新聞薪作り、清掃作業、畑作業にも取り組みました。 

校内実習を経ていよいよ職場体験です。１１月２０日（木）と２１日（金）の２日間、地域の福祉作業所に分か

れて体験を実施しました。 

それぞれの職場では、仕事を体験できただけでなく、職員や利用者の皆さんと関わらせていただく中で、

学校ではできない多くの学びを得ることができました。２日間を通し、働く楽しさと厳しさを体験できまし

た。ご協力いただきました体験先の皆様、誠にありがとうございました。 

また、送迎やお弁当の準備など、保護者の皆様からのご協力にも深く感謝いたします。 

         

          

           

 12月５日（金）に保護者の皆さんと生徒たちでお楽しみ会を行いました。当日に向けて、生徒はボウリン

グの道具を作ったり、係の役割をきちんとできるように練習をしたりしました。当日は、参加者全員が楽し

い時間を過ごすことができました。ご多用の中、多くの保護者の方々にご参加いただきました。ありがとう

ございました。 
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